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『
自
ら
を
過
信
す
る
と
き
に
、
人
間
は
と

か
く
謙
譲
の
美
徳
を
失
い
、
従
順
さ
を
忘

れ
る
も
の
で
す
。
人
の
生
活
に
は
必
ず
隣

が
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
を
幸
福
に
す
る
と

き
に
も
、
不
幸
に
陥
れ
る
と
き
に
も
、
隣

の
力
が
つ
ね
に
大
き
く
働
く
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
が
社
会
に
お
い
て
よ
く
融
合

し
う
る
よ
う
、
そ
し
て
隣
を
愛
し
、
隣
を

益
し
、
隣
と
と
も
に
栄
え
る
よ
う
に
努
め

ら
れ
る
よ
う
念
じ
て
お
り
ま
す
。』（
大
妻

学
院
創
設
者
‥
大
妻
コ
タ
カ
）

　　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
日
本
、
世
界
と
も
に

自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
日
々
が
続
き
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
延
期
を
は
じ
め
、

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や
延
期
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
デ
パ
ー
ト
や
多
く
の
店
舗
が

休
業
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
こ
の
歴
史
的

な
災
害
に
よ
る
経
済
の
冷
え
込
み
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

学
校
も
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時

点
で
は
3
月
初
旬
よ
り
臨
時
休
業
が
2
か

月
を
超
え
て
継
続
さ
れ
、
生
徒
や
保
護
者

の
方
々
に
も
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

5
月
に
入
っ
て
す
ぐ
、
外
出
自
粛
の
さ
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本
校
は
、
こ
の
休
業
期
間
中
、
教
職
員

は
各
種
の
在
宅
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
開
き

つ
つ
、
生
徒
は
在
宅
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
遠

隔
の
教
育
は
、
生
徒
も
先
生
方
も
初
め
て

の
経
験
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
保
護
者
の

ご
理
解
ご
協
力
も
得
て
、
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
な
が
ら
授
業
を
継
続
で
き
て
い
る

こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

た
だ
、
生
徒
や
保
護
者
の
方
々
、
そ
し

て
教
職
員
の
安
全
を
最
優
先
と
考
え
る
と
、

修
学
旅
行
な
ど
の
宿
泊
研
修
、
生
徒
た
ち

が
授
業
以
外
で
活
躍
で
き
る
部
活
動
、
成

長
の
節
目
に
大
切
な
入
学
式
や
始
業
式
な

ど
、
数
多
く
の
行
事
を
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
残

念
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

先
日
テ
レ
ビ
で
見
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
経

済
学
者
・
思
想
家
で
あ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア

タ
リ
氏
の
言
葉
が
、
冒
頭
の
大
妻
コ
タ
カ

の
言
葉
と
非
常
に
重
な
る
と
い
う
印
象
を

持
ち
ま
し
た
。
氏
は
２
０
１
７
年
の
著
書

「
未
来
予
測
」
の
中
で
も
、
人
類
の
危
機

を
回
避
す
る
た
め
に
『
自
分
の
幸
福
は
、

他
者
の
幸
福
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
自

覚
せ
よ
。』
と
述
べ
て
い
ま
す
。
彼
は
テ

レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
、
そ
の

「
利
他
主
義
」
と
言
う
考
え
方
を
説
明
し

て
い
ま
し
た
。

　

「
利
他
主
義
は
最
善
の
合
理
的
利
己
主

第
１
号
議
案　

平
成
31
年
度
公
益
財
団　

　

法
人
中
野
区
教
育
振
興
会
事
業
報
告

第
２
号
議
案　

平
成
31
年
度
公
益
財
団　

　

法
人
中
野
区
教
育
振
興
会
決
算
書
類

　

令
和
２
年
６
月
12
日
に
承
認

第
１
号
議
案　

事
業
報
告
書

（
公
益
目
的
事
業
）

１ 

奨
学
資
金
の
給
付

　
　

社
会
の
た
め
有
為
な
人
材
を
育
成
す

　

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
給
付

　

⑴　

対
象

　
　

都
内
の
高
等
学
校
に
在
学
す
る
区
民

　

で
、
成
績
優
秀
、
心
身
共
健
全
で
あ
っ

　

て
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な

　

生
徒
。

　

⑵　

奨
学
資
金

　
　

延　

１
８
０
人
に
対
し
、
１
人
月
額

　
　

１
１
，０
０
０
円
を
給
付

２ 

学
習
及
び
研
究
奨
励

　
　

区
立
小
・
中
学
校
教
育
研
究
会
へ
の

　
　

助
成

　

⑴　

区
立
小
学
校
教
育
研
究
会

な
か
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も

外
せ
な
い
出
張
が
あ
り
、
東
京
駅
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
想
像
は
し
て
い
ま
し
た
が
、

東
京
駅
構
内
も
、
駅
の
外
も
、
あ
ま
り
に

も
閑
散
と
し
て
い
て
、
何
か
違
う
世
界
に

来
た
よ
う
な
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が

こ
の
世
界
を
変
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
不

思
議
な
錯
覚
に
陥
り
ま
し
た
。

　

政
府
の
専
門
家
会
議
が
、
当
初
、
感
染

拡
大
防
止
に
は
人
々
の
行
動
の
変
容
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に

そ
う
い
っ
た
状
況
に
あ
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
，０
０
０
円

　

⑵　

区
立
中
学
校
教
育
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
，０
０
０
円

３ 
史
跡
め
ぐ
り
の
実
施

　
　

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
実
施

　

（
対
象
・
維
持
会
員
及
び
一
般
区
民
）

　

⑴　

第
１
回

　
　

６
月
４
日　
　
　

参
加
者
43
名

　
　
　

三
島　
　

（
柿
田
川
公
園
・
三
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　

大
社
・
源
兵
衛
川
、

　
　
　
　
　
　
　
　

楽
寿
園
）

　

⑵　

第
２
回

　
　

10
月
３
日　
　
　

参
加
者
45
名

　
　
　

行
田　
　

（
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
、
八

　
　
　
　
　
　
　
　

幡
山
古
墳
、
忍
城
と

　
　
　
　
　
　
　
　

郷
土
資
料
館
、
さ
き

　
　
　
　
　
　
　
　

た
ま
公
園
）

　

⑶　

第
３
回

　
　

令
和
2
年
３
月
５
日

　
　

（
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
止
）

  　
　

大
谷
・
栃
木
（
大
谷
資
料
館
、
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
有
三
記
念
館
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

巴
波
川
散
策
）

４
「
会
報
」
の
発
行

　
　

本
会
の
広
報
誌
と
し
て
発
行

　

⑴　

発
行
部
数 

年
４
回 

各
８
０
０
部

　

⑵　

配
布
先　

維
持
会
員
、
区
立
幼
稚

　
　
　
　
　
　
　

園
、
小
・
中
学
校
、
同

　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
社
会
教
育
団

　
　
　
　
　
　
　

体
等

５ 

教
育
功
労
者
及
び
本
会
功
労
者
の
表
彰

　
　

中
野
区
の
教
育
振
興
に
特
に
功
労
の

　

あ
っ
た
方
及
び
本
会
の
育
成
に
貢
献
し

　

た
方
を
表
彰

　

⑴　

表
彰
式　

11
月
12
日　

　

⑵　

会　

場　

中
野
区
役
所
会
議
室

　

⑶　

表
彰
者　
　
　
　

17
名
・
２
団
体

　
　

①　

幼
稚
園
・
中
・
高
等
学
校
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
名

　
　

②　

小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
名

　
　

③　

児
童
福
祉
施
設
・
児
童
育
成
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
名
・
２
団
体

　
　

④　

本
会
事
業
育
成
関
係　
　

５
名

６ 

中
野
区
検
定
事
業
の
実
施　

　

⑴　

区
民
対
象

　
　
　

日　

時　

12
月
１
日

　
　
　

会　

場　

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　

受
験
者
数　
　
　
　
　
　
　

58
名

　

⑵ 
区
職
員
対
象

　
　
　

日　

時　

12
月
２
日

　
　
　

受
験
者
数　
　
　
　
　

１
０
６
名

　
（
収
益
事
業
）

 

中
野
区
立
教
育
セ
ン
タ
ー
の
管
理

　

⑴　

教
育
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理

義
に
他
な
ら
な
い
。
自
ら
が
感
染
の
脅
威

に
さ
ら
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
他
人
の
感

染
を
確
実
に
防
ぐ
必
要
が
あ
る
。
他
国
が

感
染
し
て
い
な
い
こ
と
も
、
自
国
の
利
益

に
な
る
。
長
期
的
に
見
れ
ば
、
海
外
市
場

の
繁
栄
は
国
益
に
つ
な
が
る
。
利
他
的
で

あ
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
自
分
の
利
益
と

な
る
。（
今
回
の
危
機
以
降
は
）
経
済
を

ま
っ
た
く
新
し
い
方
向
に
設
定
し
直
す
必

要
が
あ
る
。
つ
ま
り
利
他
的
な
経
済
や
社

会
、
『
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
社
会
』
『
共
感
の

サ
ー
ビ
ス
』
に
向
か
う
方
向
に
。
そ
し
て
、

次
の
世
代
の
た
め
に
行
動
し
よ
う
。
」
こ

れ
は
、
大
妻
コ
タ
カ
の
考
え
方
に
実
に
通

じ
て
お
り
、
今
求
め
ら
れ
る
行
動
様
式
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

政
府
の
専
門
家
会
議
は
、
5
月
1
日
の

提
言
で
、
『
徹
底
し
た
行
動
変
容
の
要
請

を
緩
和
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
再
流
行
へ

の
対
応
体
制
を
整
え
た
上
で
、
感
染
拡
大

を
予
防
す
る
新
し
い
生
活
様
式
に
よ
り
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
』
と

し
て
い
ま
す
。
「
行
動
の
変
容
」
を
お
互

い
が
意
識
し
、
再
び
感
染
の
流
行
を
防
ぐ

た
め
の
新
し
い
行
動
様
式
の
定
着
が
で
き

る
よ
う
、
本
校
と
し
て
も
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、SD

G
s

へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
と
同
様
、
多
く
の
人
々
の
幸
せ
に

繋
が
る
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
新
た
な
日
常
の

　

⑵　

教
科
書
・
教
育
資
料
室
の
整
備

　

⑶　

教
科
書
展
示
の
実
施

　
　
　
　

展
示
期
間　

　
　
　
　

６
月
４
日
〜
６
月
28
日　
　

第
２
号
議
案　

決 

算 

書 

類

（
Ⅰ
）
一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

　

経
常
収
益
計

　
　
　
　
　
　

１
２
，８
３
０
，３
２
１
円

　

経
常
費
用
計

　
　
　
　
　
　

１
３
，０
０
７
，０
５
９
円

　

当
期
経
常
増
減
額

　
　
　
　
　
　
　

△
１
７
６
，７
３
８
円

　

法
人
税
等　
　
　
　

７
０
，０
０
０
円

　

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

      　
　

  　
　
　

△
２
４
６
，７
３
８
円

　

一
般
正
味
財
産
期
首
残
高　

　
　
　
　
　
　
　
　
△
２
８
１
，１
９
０
円

　

一
般
正
味
財
産
期
末
残
高

　
　
　
　
　
　
　

△
５
2
7
，9
2
8
円

（
Ⅱ
）
指
定
正
味
財
産
増
減
の
部

   　
　

指
定
正
味
財
産
期
末
残
高

　
　
　
　
　
　

２
８
，７
５
３
，５
０
３
円

（
Ⅲ
）
正
味
財
産
期
末
高

　
　
　
　
　
　

２
８
，２
２
５
，５
７
５
円

第
３
号
議
案

監
事
・
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

監　

事　

依
光　

恒
治　

小
金
井
市
緑
町

評
議
員　

武
智　

直
貴　

中
野
区
鷺　

宮

　

〃　
　

熊
谷　

恵
子　
　

〃　

大
和
町

　

〃　
　

小
鹿
原
徳
人　
　

〃　

上
鷺
宮

平
成
31
年
度

　
事
業
報
告
及
び
決
算
確
定

（
第
1
2
9
回
評
議
員
会
）

理
事
会
・
評
議
員
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

対
策
と
し
て
中
止
と
致
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
書
面
表
決
と
い
た
し
ま
し
た
。

在
り
方
」
を
、
皆
様
と
共
に
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
で
こ
の
原

稿
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
に
不
安
も
大
き
い
で
す
が
、

焦
ら
ず
冷
静
に
、
共
に
協
力
し
な
が
ら
、

前
向
き
に
毎
日
の
生
活
を
送
り
た
い
も
の

で
す
。
日
々
の
、
新
し
い
生
活
様
式
へ
の

取
り
組
み
は
、
日
本
の
未
来
に
繋
が
っ
て

い
る
と
信
じ
ま
す
。

　

T
hink P

ositive! challenge!
construct! create!

　

「
隣
を
愛
し
、
隣
と
と
も
に
栄
え
る
よ

う
に
努
め
る
」


